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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ駆動回路および有機ＥＬ表示装置

(57)【要約】
【課題】電流駆動回路の占有面積の増加が少なく、簡単
な回路で有機ＥＬパネルの表示輝度についてγ補正量が
選択できる有機ＥＬ駆動回路および有機ＥＬ表示装置を
提供することにある。
【解決手段】この発明は、電流駆動回路に設けられてい
るカレントミラー回路の入力側トランジスタと出力側ト
ランジスタとに負荷抵抗をそれぞれ挿入して、これらの
抵抗値をアンバランスにすることで出力電流値を入力電
流値に対してγ特性を持たせる。そして、入力側トラン
ジスタと出力側トランジスタとのいずれか一方の負荷抵
抗の抵抗値を選択できるようにすることで、γ補正値を
選択する。この場合、γ補正値を選択する回路がカレン
トミラー回路の負荷抵抗であるので、γ補正回路が簡単
なものとなる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】表示データを受けてこれに対応する表示の
ためのアナログの電流を発生するＤ／Ａ変換回路と、
カレントミラー回路を有し、前記Ｄ／Ａ変換回路からの
出力電流で駆動され有機ＥＬ表示パネルの端子ピンを電
流駆動する電流駆動回路とを備え、
前記カレントミラー回路の前記出力側トランジスタと入
力側トランジスタとにそれぞれ負荷抵抗を挿入し、これ
ら負荷抵抗のいずれか一方の抵抗値を調整することによ
り前記有機ＥＬ表示パネルの輝度についてのγ補正値を
選択することを特徴とする有機ＥＬ駆動回路。
【請求項２】前記カレントミラー回路は、前記電流駆動
回路の出力段に設けられ、前記カレントミラー回路の出
力側トランジスタの出力電流により前記端子が駆動され
るものである請求項１記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項３】前記抵抗値を調整する負荷抵抗は、前記出
力側トランジスタ側に挿入されたものである請求項２記
載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項４】前記出力側トランジスタの負荷抵抗は、複
数の抵抗が直列に接続され、その各接続点がスイッチ回
路を介して出力トランジスタに接続されて前記負荷抵抗
の抵抗値が選択される請求項３記載の有機ＥＬ駆動回
路。
【請求項５】有機ＥＬ表示パネルと、
表示データを受けてこれに対応する表示のためのアナロ
グの電流を発生するＤ／Ａ変換回路と、
カレントミラー回路を有し、前記Ｄ／Ａ変換回路からの
出力電流で駆動され有機ＥＬ表示パネルの端子ピンを電
流駆動する電流駆動回路とを備え、
前記カレントミラー回路の前記出力側トランジスタと入
力側トランジスタとにそれぞれ負荷抵抗を挿入し、これ
ら負荷抵抗のいずれか一方の抵抗値を調整することによ
り前記有機ＥＬ表示パネルの輝度についてのγ補正値を
選択することを特徴とする有機ＥＬ表示装置。
【請求項６】前記カレントミラー回路は、前記電流駆動
回路の出力段に設けられ、前記カレントミラー回路の出
力側トランジスタの出力電流により前記端子が駆動され
るものである請求項５記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項７】前記抵抗値を調整する負荷抵抗は、前記出
力側トランジスタ側に挿入されたものである請求項６記
載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項８】前記出力側トランジスタの負荷抵抗は、複
数の抵抗が直列に接続され、その各接続点がスイッチ回
路を介して出力トランジスタに接続されて前記負荷抵抗
の抵抗値が選択される請求項７記載の有機ＥＬ表示装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、有機ＥＬ駆動回
路および有機ＥＬ表示装置に関し、詳しくは、カレント
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ミラー回路を利用したＤ／Ａ変換回路により入力デジタ
ル値に対応する電流値を生成して有機ＥＬパネルのピン
駆動電流を発生するカラムライン（陽極側ドライブライ
ン、以下同じ）の電流駆動回路において、その占有面積
の増加が少なく、簡単な回路で有機ＥＬパネルの表示輝
度についてγ補正量が選択できる有機ＥＬ駆動回路およ
び有機ＥＬ表示装置の改良に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬ表示装置は、自発光による高輝
度表示が可能であることから、小画面での表示に適し、
携帯電話機、ＤＶＤプレーヤ、ＰＤＡ（携帯端末装置）
等に搭載される次世代表示装置として現在注目されてい
る。この有機ＥＬ表示装置には、液晶表示装置のように
電圧駆動を行うと、輝度ばらつきが大きくなり、かつ、
Ｒ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）に感度差があることから
制御が難しくなる問題点がある。そこで、最近では、電
流駆動のドライバを用いた有機ＥＬ表示装置が提案され
ている。例えば、特開平１０－１１２３９１号などで
は、電流駆動により輝度ばらつきの問題を解決する技術
が記載されている。
【０００３】携帯電話機用の有機ＥＬ表示装置の有機Ｅ
Ｌ表示パネルでは、カラムラインの数が３９６個（１３
２×３）の端子ピン（以下ピン）、ローラインが１６２
個のピンを持つものが提案され、カラムライン、ローラ
インのピンはこれ以上に増加する傾向にある。このよう
な有機ＥＬ表示パネルの電流駆動回路の出力段は、アク
ディブマトリックス型でも単純マトリックス型のもので
もピン対応に電流源の駆動回路、例えば、カレントミラ
ー回路による出力回路が設けられている。そのドライブ
段は、例えば、特願２００１－８６９６７号に示される
ようにピン対応に多数の出力側トランジスタを有するパ
ラレル駆動のカレントミラー回路として、手前の入力段
となる基準電流発生回路から基準電流を受けてピン対応
に多数のミラー電流を発生して、あるいはこのミラー電
流として発生した基準電流をｋ倍（ｋは２以上の整数）
の電流に増幅して前記のカレントミラー回路により出力
回路を駆動する。そして、そのｋ倍電流増幅回路には、
ピン対応にＤ／Ａ変換回路を設けて、このＤ／Ａ変換回
路がカラム側のピン対応に表示データを受けてこの表示
データをピン対応にＡ／Ｄ変換して１ライン分の駆動電
流を同時に生成する。
【０００４】図３は、このような有機ＥＬ駆動回路のカ
ラムドライバ１であって、２は、そのＤ／Ａ変換回路、
３は、そのカレントミラー電流出力回路である。Ｄ／Ａ
変換回路２は、定電流源１４ａからの電流Ｉを入力端子
２ａを介してコレクタに受けるダイオード接続のｎｐｎ
型の入力側バイポーラトランジスタＱaを有し、これに
カレントミラー接続された出力側ｎｐｎ型バイポーラト
ランジスタＱb～Ｑn-1、各出力側トランジスタＱb～Ｑn
-1のエミッタとグランドＧＮＤ間にスイッチ回路として
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3
接続されたＮチャネルＭＯＳＦＥＴトランジスタＴrb～
Ｔrn-1が設けられている。そして、トランジスタＴrb～
Ｔrn-1のゲートがそれぞれＤ0～Ｄn-1のＤ／Ａ変換の各
入力端子に接続されている。
【０００５】出力側トランジスタＱb～Ｑn-1は、それぞ
れのコレクタが出力端子２ｂに接続され、トランジスタ
Ｑaのエミッタ面積に対してそれぞれのトランジスタが
×１，×２，×４，…×ｎの倍数のエミッタ面積比を持
っている。なお、入力側トランジスタＱaのエミッタ
は、抵抗ＲaとＮチャネル型のＭＯＳＦＥＴトランジス
タＴraの直列回路を介してグランドＧＮＤに接続され、
トランジスタＴraのゲートは電源ライン＋ＶDDに接続さ
れている。このＤ／Ａ変換回路２は、ＣＰＵ，ＭＰＵ等
のプロセッサからそのときどきの表示輝度に応じたデジ
タル値の表示データを入力端子Ｄ0～Ｄn-1に受けて出力
端子２ｂに入力データ（表示データ）に応じたアナログ
の電流値を発生する。なお、この図では、ドライブ段の
それぞれの１ピン分の駆動回路を簡略化して定電流源１
４ａとして示してある。また、トランジスタＴrrとトラ
ンジスタＱrは、カレントミラー接続の共通ベースライ
ンへベース電流を供給するベース電流供給回路であり、
トランジスタＱrのエミッタは、抵抗ＲrとＮチャネル型
のＭＯＳＦＥＴトランジスタＴrraの直列回路を介して
グランドＧＮＤに接続され、トランジスタＴrraのゲー
トは電源ライン＋ＶDDに接続されている。であり、トラ
ンジスタＱrのエミッタは、抵抗ＲrとＮチャネル型のＭ
ＯＳＦＥＴトランジスタＴrraの直列回路を介してグラ
ンドＧＮＤに接続され、トランジスタＴrraのゲートは
電源ライン＋ＶDDに接続されている。
【０００６】カレントミラー電流出力回路３は、ドライ
ブ段カレントミラー回路３ａと出力段カレントミラー回
路３ｂとからなる。カレントミラー回路３ａは、ピーク
電流生成回路であって、ダイオード接続されたｐｎｐ型
の入力側トランジスタＱsと出力側トランジスタＱtとか
らなり、それぞれのエミッタ側がＰチャネルＭＯＳＦＥ
ＴトランジスタＴrs，ＮチャネルＭＯＳＦＥＴトランジ
スタＴrtを介して出力段カレントミラー回路３ｂの入力
端子３ｃに接続されている。入力側トランジスタＱsの
コレクタは、Ｄ／Ａ変換回路２の出力端子２bに接続さ
れ、出力側トランジスタＱtのコレクタは、グランドＧ
ＮＤに接続されている。トランジスタＱsとトランジス
タＱtのエミッタ面積比は１：ｘである。そこで、カレ
ントミラー回路３ａは、トランジスタＴrtがＯＮしてい
るときには、（１＋ｘ）倍の駆動電流を生成する。トラ
ンジスタＴrsは、トランジスタＴrtに対応して設けられ
た負荷トランジスタであって、そのゲートはグランドＧ
ＮＤに接続されていて、駆動ラインをバランスさせるた
めに挿入されている。
【０００７】トランジスタＴrtは、駆動初期の一定期間
だけコントロール信号CONTを受けてＯＮになる。これに
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より出力段カレントミラー回路３ｂの入力側トランジス
タＱxがベース電流補正駆動用のｐｎｐ型のカレントミ
ラートランジスタＱu，Ｑwを介して駆動される。その結
果、ｐｎｐ型の入力側トランジスタＱxによりトランジ
スタＴrtがＯＮしたピーク駆動時の一定期間には（１＋
ｘ）Ｉaの電流が流れる。その後に通常駆動電流として
駆動電流Ｉaが出力される。それらが出力段カレントミ
ラー回路３ｂのｐｎｐ型の出力側トランジスタＱyでさ
らにＮ倍に電流増幅されて、有機ＥＬパネルのピン９に
出力される。なお、出力段カレントミラー回路３ｂのト
ランジスタＱxとトランジスタＱyのエミッタ面積比は
１：Ｎであり、これらトランジスタのエミッタは、電源
ライン＋ＶDDではなく、これより高い電圧、例えば、＋
１５Ｖ乃至＋２０Ｖ程度の電源ライン＋Ｖccに接続さ
れ、出力側トランジスタＱyのコレクタは、カラム側の
ピン９に接続されている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】近年、駆動ピン数は高
解像度の要請により増加する傾向にある。有機ＥＬ表示
パネルの各有機ＥＬ素子は、ブラウン管と同様に表示デ
ータの値に対して輝度が直線的な関係はになく、Ｒ，
Ｇ，Ｂの材料による素子特性に応じた曲線になる。そこ
で、有機ＥＬ表示装置を使用する周囲の環境が変わる
と、例えば、昼間と夜とでは画質が変化し、有機ＥＬ表
示パネルが高解像度になればなるほど、この画質の変化
が目立ってくる。そのためにγ補正をすることが必要に
なる。通常、γ補正をする場合には、ドライバ等でソフ
ト的にＤ／Ａ変換回路に設定する表示データを補正する
ことが考えられるが、家庭電化品や携帯電話のような携
帯型の機器では、いちいちドライバを選択してロードす
るような処理は不向きである。そこで、γ補正回路を搭
載することで使用環境変化に応じて表示装置の画質を改
善することになるが、前記のようなＤ／Ａ変換回路によ
り表示データに応じた駆動電流を生成する回路では、各
画素対応にしなければならないので、その分、γ補正回
路の増加により電流駆動回路の占有面積が増える問題が
ある。この発明の目的は、このような従来技術の問題点
を解決するものであって、電流駆動回路の占有面積の増
加が少なく、簡単な回路で有機ＥＬパネルの表示輝度に
ついてγ補正量が選択できる有機ＥＬ駆動回路および有
機ＥＬ表示装置を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】このような目的を達成す
るためのこの発明の有機ＥＬ駆動回路および有機ＥＬ表
示装置の特徴は、表示データを受けてこれに対応する表
示のためのアナログの電流を発生するＤ／Ａ変換回路
と、カレントミラー回路を有し、Ｄ／Ａ変換回路からの
出力電流で駆動され有機ＥＬ表示パネルの端子ピンを電
流駆動する電流駆動回路とを備えていて、カレントミラ
ー回路の出力側トランジスタと入力側トランジスタとに
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それぞれ負荷抵抗を挿入し、これら負荷抵抗のいずれか
一方の抵抗値を調整することにより有機ＥＬ表示パネル
の輝度についてのγ補正値を選択するものである。
【００１０】
【発明の実施の形態】このように、この発明にあって
は、電流駆動回路に設けられているカレントミラー回路
の入力側トランジスタと出力側トランジスタとに負荷抵
抗をそれぞれ挿入して、これらの抵抗値をアンバランス
にすることで出力電流値を入力電流値に対してγ特性を
持たせる。そして、入力側トランジスタと出力側トラン
ジスタとのいずれか一方の負荷抵抗の抵抗値を選択でき
るようにすることで、γ補正値を選択する。この場合、
γ補正値を選択する回路がカレントミラー回路の負荷抵
抗であるので、γ補正回路が簡単なものとなる。このよ
うに、Ｄ／Ａ変換回路の後のカレントミラー回路に負荷
抵抗回路を設ければγ補正ができるので、特別にγ補正
値を選択するγ補正回路を追加して設ける必要はなくな
る。電流駆動回路は、ｋ倍増幅回路等のドライブ段には
カレントミラー回路が用いられ、特に、出力段は、通
常、カレントミラー回路で構成されているので、この出
力段に設ければ一層よく、占有領域が小さくて済む。そ
の結果、電流駆動回路の占有面積の増加が抑えられ、有
機ＥＬパネルの表示輝度についてγ補正量の選択が可能
となる。これにより、周囲の環境に応じて見やすい画質
で画像の表示が可能な有機ＥＬ駆動回路および有機ＥＬ
表示装置を容易に実現することができる。
【００１１】
【実施例】図１は、この発明の有機ＥＬ駆動回路を適用
した一実施例の電流駆動回路のブロック図、図２は、そ
のγ補正特性の説明図である。なお、図３と同一の構成
要素は同一の符号で示す。図１において、１０は、有機
ＥＬ駆動回路のカラムドライバであって、１１は、その
Ｄ／Ａ変換回路、１２は、ドライブ段のそれぞれの１ピ
ン分の駆動回路を簡略化した図３の定電流源１４ａに対
応する定電流源、１３は、カレントミラー電流出力回
路、１４は、ピーク電流生成回路、１５は、γ補正回
路、そして１６は、コントロール回路である。Ｄ／Ａ変
換回路１１は、図３のＤ／Ａ変換回路２に対応している
が、バイポーラトランジスタではなく、ＭＯＳＦＥＴト
ランジスタで構成されている。Ｎチャネルの入力側トラ
ンジスタＴNaがＤ／Ａ変換回路２の入力側トランジスタ
Ｑaに対応し、Ｎチャネルの出力側トランジスタＴNb～
ＴNn-1が出力側トランジスタＱb～Ｑn-1に対応してい
て、カレントミラー回路を構成している。このＤ／Ａ変
換回路１１は、さらに入力側トランジスタＴNaに並列に
接続されたカレントミラーのＮチャネルの入力側トラン
ジスタＴNpを有している。そして、トランジスタＴNaと
トランジスタＴNpaは、ソースの面積比が１：９に設定
されている。トランジスタＴNaのソースは、抵抗Ｒaを
介してグランドＧＮＤに接続され、トランジスタＴNpa
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のソースは抵抗Ｒpa，スイッチ回路ＳＷpaを介してグラ
ンドＧＮＤに接続されている。
【００１２】２個の入力側トランジスタＴNaと入力側ト
ランジスタＴNpとは、定電流源１２から電流Ｉpを入力
端子１１ａを介して受ける。定電流源１２は、図３の定
電流源１４ａと異なり、その電流値が電流Ｉより大きい
電流Ｉpに変更されている。入力側トランジスタＴNaに
この電流Ｉpが動作電流として流れたときには、Ｄ／Ａ
変換回路１１の出力端子１１ｂにピーク電流Ｉa＝Ｉpa
を発生する電流量に設定されている。なお、抵抗Ｒb～
Ｒn-1は、出力側トランジスタＴNb～ＴNn-1のソースと
トランジスタＴrb～Ｔrn-1のドレインとの間に挿入され
た抵抗である。これによりＤ／Ａ変換回路の電流ペアリ
ング精度を向上させることができる。また、図３のトラ
ンジスタＴrrとトランジスタＱrに相当するベース電流
供給回路はここでは削除してある。カレントミラー電流
出力回路１３は、図３のカレントミラー電流出力回路３
に対応する回路であるが、これもバイポーラトランジス
タではなく、ＭＯＳＦＥＴトランジスタで構成され、駆
動レベルシフト回路１３ａと出力段カレントミラー回路
１３ｂとからなる。ここには、図３のカレントミラー回
路３ａに相当するピーク電流生成回路はない。
【００１３】駆動レベルシフト回路１３ａは、Ｄ／Ａ変
換回路１１の出力を出力段カレントミラー回路１３ｂに
伝達するための回路であって、ＮチャネルトのＭＯＳＦ
ＥＴトランジスタＴNvからなる。そのゲートはバイアス
ラインＶbに接続され、ソース側がＤ／Ａ変換回路１１
の出力端子１１ａに接続されている。そしてドレイン側
が出力段カレントミラー回路１３ｂの入力端子１３cに
接続されている。これによりＤ／Ａ変換回路１１の出力
電流をＩaとすると、これに対して入力端子１３cにＩa
の駆動電流を発生することができる。
【００１４】出力段カレントミラー回路１３ｂは、図３
のベース電流補正駆動用のカレントミラーのトランジス
タＱu，Ｑwに対応するＰチャネルＭＯＳＦＥＴトランジ
スタＴPu，ＴPwと、図３のカレントミラーのトランジス
タＱx，Ｑyに対応するＰチャネルＭＯＳＦＥＴトランジ
スタＴPx，ＴPyとγ補正回路１５とを有している。出力
段カレントミラー回路１３ｂのトランジスタＴPxとトラ
ンジスタＴPyのソース面積比は１：Ｎであり、これらト
ランジスタのソースは、電源ライン＋ＶDDではなく、こ
れより高い電圧、例えば、＋１５Ｖ程度の電源ライン＋
Ｖccにγ補正回路１５を介して接続され、出力側トラン
ジスタＴPyは、カラム側のピン９に接続され、駆動時に
はＮ×Ｉaの駆動電流を流してピン９を駆動する。この
ピン９とグランドＧＮＤとの間には、ＥＬ素子４が接続
されている。なお、図中のＶcもバイアスラインであ
る。
【００１５】γ補正回路１５は、電源ライン＋Ｖccとト
ランジスタＴPxのソースとの間に接続された負荷抵抗Ｒ
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7
と、電源ライン＋ＶccとトランジスタＴPyのソースとの
間に接続された直列負荷抵抗回路１５ａとを有してい
る。直列負荷抵抗回路１５ａは、直列に接続された負荷
抵抗Ｒ1，Ｒ2，Ｒ3，Ｒ4，Ｒ5，Ｒ6と、負荷抵抗Ｒ1，
Ｒ2，Ｒ3，Ｒ4，Ｒ5，Ｒ6の５個の各抵抗のそれぞれの
接続点とトランジスタＴPyのソースとの間にそれぞれス
イッチ回路ＳＷ1，ＳＷ2，ＳＷ3，ＳＷ4，ＳＷ5が設け
られている。各スイッチ回路ＳＷ1～ＳＷ5は、Ｐチャネ
ルＭＯＳトランジスタで構成されるスイッチであって、
デコーダ１５ｂから受けるＬｏｗレベル（以下
“Ｌ”），Ｈｉｇｈレベル（以下“Ｈ”）の信号に応じ
てＯＮ／ＯＦＦされ、通常は、スイッチ回路ＳＷ1が１
つ“Ｌ”の信号を受けてこれがＯＮ状態に設定されてい
る。他のスイッチ回路はこのとき“Ｈ”の信号を受けて
いる。デコーダ１５ｂは、レジスタ１８からの４ビット
の信号Ｄa～Ｄdを受けてそのデータをデコードすること
で、スイッチ回路ＳＷ1～ＳＷ5のいずれかいつのスイッ
チ回路をＯＮとし、他のスイッチ回路をＯＦＦとする
か、あるいはスイッチ回路ＳＷ1～ＳＷ5全部をＯＦＦと
する。なお、前記のスイッチ回路ＳＷ1だけがＯＮの初
期状態のときには、レジスタ１８には４ビットオール
“０”が設定され、レジスタ１８のデータがリセットさ
れた状態にある。さて、レジスタ１８のデータＤa～Ｄd
は、ＭＰＵ１７から送出され、コントロール回路１６か
らのラッチ信号Ｌpでラッチされる。これによりスイッ
チ回路ＳＷ1～ＳＷ5のＯＮ／ＯＦＦが制御される。ＭＰ
Ｕ１７は、画質調整の操作のための可変抵抗２０の操作
に応じてレジスタ１８にγ補正データを設定する。
【００１６】これによりγ補正特性が変化する。図２
は、その一例であって、直線性のよいＧ（緑）の有機Ｅ
Ｌ素子の場合のγ補正特性である。入力側トランジスタ
ＴPyと出力側トランジスタＴPxのエミッタ面積比を１：
１０として、縦軸は、トランジスタＴPyのピン駆動電流
値Ｉoutを、横軸は、トランジスタＴPxの駆動電流値Ｉi
nを両対数で表したグラフである。そして、負荷抵抗Ｒ
の抵抗値を１００ｋΩとし、負荷抵抗Ｒ1，Ｒ2，Ｒ3，
Ｒ4，Ｒ5，Ｒ6の各抵抗値を各１０ｋΩとした場合のシ
ミュレーションした結果である。これにより、スイッチ
回路ＳＷ1がＯＮとなっている初期状態のときには、入
力側と出力側の駆動電流量が１：１０であり、負荷抵抗
が逆に１０：１となっているので、γ補正値は、γ≒
１．０となる。そして、スイッチ回路ＳＷ2をＯＮした
ときには、γ≒１．３となる。以下、スイッチ回路ＳＷ
3，ＳＷ4，ＳＷ5、そして全部のスイッチ回路がＯＦＦ
したときに応じてγは、γ≒１．６，γ≒１．９ ，γ
≒２．４ ，γ≒２．７が選択できる。
【００１７】通常、γ補正として使用する値は、有機Ｅ
Ｌ素子の場合には、１．０，２．２，２．５程度のもの
があれば十分である。そこで、可変抵抗２０を操作（外
部の操作）に応じてＭＰＵ１７が選択されたγ補正値に
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対応するデータをレジスタ１８に設定する。なお、コン
トロール回路１６は、ＭＰＵ１７から制御信号Ｓを受け
てラッチパルスＬpをレジスタ１８とレジスタ１９とに
発生する。このラッチパルスＬpによりレジスタ１８と
レジスタ１９とにそれぞれデータが設定される。ここ
で、レジスタ１９に設定されるデータは、表示データで
あって、Ｄ／Ａ変換回路１１の入力端子ＤO～Ｄn-1に送
出されるデータである。ところで、この実施例では、各
スイッチ回路ＳＷ1～ＳＷ5は、負荷抵抗Ｒ1，Ｒ2，Ｒ
3，Ｒ4，Ｒ5，Ｒ6の各接続点とトランジスタＴPyのソー
スとの間に設けられているが、各スイッチ回路ＳＷ1～
ＳＷ5は、各負荷抵抗Ｒ2，Ｒ3，Ｒ4，Ｒ5，Ｒ6に並列に
設けられていてもよい。これにより直列負荷抵抗回路１
５ａの前抵抗値が調整されてもよい。また、この実施例
では、カラムラインの電流駆動回路の出力段のカレント
ミラー回路における出力側トランジスタの負荷抵抗の抵
抗値をその入力側トランジスタの負荷抵抗の抵抗値に対
して調整している。しかし、これは、入力側トランジス
タの負荷抵抗の抵抗値を出力側トランジスタの負荷抵抗
に対して調整するようにしてもよい。
【００１８】以上説明してきたが、実施例では、出力段
のカレントミラー回路に入力側と出力側とに負荷抵抗を
挿入してγ補正回路としているが、この発明は、表示デ
ータを受けてそれに応じた電流値の電流信号を発生する
Ｄ／Ａ変換回路の後段であればどの位置にあるカレント
ミラー回路に負荷抵抗によるγ補正回路をもうけてもよ
い。また、実施例の回路では、ＭＯＳＦＥＴトランジス
タを主体として構成しているが、バイポーラトランジス
タを主体として構成してもよいことはもちろんである。
また、実施例のＮチャンネル型（あるいはｎｐｎ型トラ
ンジスタ）は、Ｐチャンネル型（あるいはｐｎｐ型）ト
ランジスタに、Ｐチャンネル型（あるいはｐｎｐ型）ト
ランジスタは、Ｎチャンネル（あるいはｎｐｎ型）トラ
ンジスタに置き換えることができる。この場合には、電
源電圧は負となり、上流に設けたトランジスタは下流に
設けることになる。
【００１９】
【発明の効果】以上説明してきたように、この発明にあ
っては、電流駆動回路に設けられているカレントミラー
回路の入力側トランジスタと出力側トランジスタとに負
荷抵抗をそれぞれ挿入して、これらの抵抗値をアンバラ
ンスにすることで出力電流値を入力電流値に対してγ特
性を持たせる。そして、入力側トランジスタと出力側ト
ランジスタとのいずれか一方の負荷抵抗の抵抗値を選択
できるようにすることで、γ補正値を選択する。この場
合、γ補正値を選択する回路がカレントミラー回路の負
荷抵抗であるので、γ補正回路が簡単なものとなる。そ
の結果、電流駆動回路の占有面積の増加が抑えられ、有
機ＥＬパネルの表示輝度についてγ補正量の選択が可能
となる。これにより、周囲の環境に応じて見やすい画質
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で画像の表示が可能な有機ＥＬ駆動回路および有機ＥＬ
表示装置を容易に実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、この発明の有機ＥＬ駆動回路を適用し
た一実施例の電流駆動回路のブロック図である。
【図２】図２は、従来の有機ＥＬ駆動回路のＤ／Ａ変換
回路の一例の説明図である。
【図３】図３は、従来の有機ＥＬ駆動回路のＤ／Ａ変換
回路の一例の説明図である。
【符号の説明】
１，１０…カラムドライバ、２，１１…Ｄ／Ａ変換回 *

10
*路、２a…入力端子、２b…出力端子、３，１３…カレン
トミラー電流出力回路、３ａ…ドライブ段カレントミラ
ー回路、３b…出力段カレントミラー回路、４…有機Ｅ
Ｌ素子、５…パルス発生回路、６…駆動パルス、７…充
電回路、８…スイッチング素子、９…ピン、１２…ピー
ク電流生成回路、１３…カレントミラー電流出力回路、
１３ａ…駆動レベルシフト回路、１３ｂ…出力段カレン
トミラー回路、１６…コントロール回路、１７…ＭＰ
Ｕ、１８，１９…レジスタ、２０…可変抵抗、Ｑ1～Ｑ
m，Ｑa～Ｑn-1，ＴPu～TPy，ＴNa～TNn-1…トランジス
タ。

【図１】

【図２】
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─────────────────────────────────────────────────────
【手続補正書】
【提出日】平成１４年５月３０日（２００２．５．３
０）
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正内容】
【００１１】
【実施例】図１は、この発明の有機ＥＬ駆動回路を適用
した一実施例の電流駆動回路のブロック図、図２は、そ
のγ補正特性の説明図である。なお、図３と同一の構成
要素は同一の符号で示す。図１において、１０は、有機
ＥＬ駆動回路のカラムドライバであって、１１は、その
Ｄ／Ａ変換回路、１２は、ドライブ段のそれぞれの１ピ
ン分の駆動回路を簡略化した図３の定電流源１４ａに対
応する定電流源、１３は、カレントミラー電流出力回
路、１４は、ピーク電流生成回路、１５は、γ補正回
路、そして１６は、コントロール回路である。Ｄ／Ａ変
換回路１１は、図３のＤ／Ａ変換回路２に対応している
が、バイポーラトランジスタではなく、ＭＯＳＦＥＴト

ランジスタで構成されている。Ｎチャネルの入力側トラ
ンジスタＴNaがＤ／Ａ変換回路２の入力側トランジスタ
Ｑaに対応し、Ｎチャネルの出力側トランジスタＴNb～
ＴNn-1が出力側トランジスタＱb～Ｑn-1に対応してい
て、カレントミラー回路を構成している。このＤ／Ａ変
換回路１１は、さらに入力側トランジスタＴNaに並列に
接続されたカレントミラーのＮチャネルの入力側トラン
ジスタＴNpを有している。そして、トランジスタＴNaと
トランジスタＴNpは、チャネル幅比が１：９に設定され
ている。トランジスタＴNaのソースは、抵抗Ｒaを介し
てグランドＧＮＤに接続され、トランジスタＴNpのソー
スは抵抗Ｒpa，スイッチ回路ＳＷpaを介してグランドＧ
ＮＤに接続されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正内容】
【図１】
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